
●
好
機
そ
れ
と
も
脅
威

　

中
国
の
急
速
な
経
済
成
長
は
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
に
期
待
と
脅
威
を
与
え
て
い

る
。「
中
国
は
天
使
か
、
そ
れ
と
も
悪

魔
か
」
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
開
発
セ
ン
タ
ー
の

サ
ン
テ
ィ
ー
ソ
ら
が
提
起
し
た
問
い
で

あ
る
。
彼
ら
の
答
え
は
、
中
国
と
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
は
補
完
的
で
あ
り
、
中
国

の
成
長
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
大
き
な

利
益
を
も
た
ら
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
事
実
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
経
済
回
復
と
高
い
成

長
率
は
、
中
国
経
済
お
よ
び
中
国
が
牽

引
す
る
世
界
経
済
の
成
長
が
食
糧
、
鉱

物
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
出
を
飛
躍
的
に

増
加
さ
せ
た
こ
と
に
大
き
く
起
因
し
て

い
る
。
他
方
で
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で

は
中
国
へ
の
警
戒
感
も
強
い
。
工
業
製

品
の
輸
入
が
国
内
工
業
を
掘
り
崩
し
雇

用
を
奪
う
と
い
う
危
惧
が
あ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
な

か
で
中
国
の
成
長
か
ら
最
も
大
き
な
利

益
を
受
け
た
国
で
あ
る
が
、
中
国
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
の
増
大
に
対
し
て
批
判
も
強

ま
っ
て
い
る
。
中
国
は
ブ
ラ
ジ
ル
に

と
っ
て
も
プ
ロ
ブ
レ
ム
（
や
っ
か
い
な

問
題
）
で
あ
る
。

●
貿
易
か
ら
投
資
へ

　

中
国
は
ブ
ラ
ジ
ル
最
大
の
貿
易
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
に
つ
い

て
中
国
の
貿
易
割
合
を
み
る
と
、
輸
入

で
は
ア
メ
リ
カ
一
五
・
〇
％
に
対
し
一

四
・
五
％
と
わ
ず
か
に
下
回
っ
て
い
る

が
、
輸
出
で
は
一
七
・
五
％
と
ア
メ
リ

カ
の
一
〇
・
一
％
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
。
中
国
へ
の
輸
出
は
鉄
鉱
石
、
大

豆
、
石
油
な
ど
の
資
源
、
食
糧
で
あ
る
。

中
国
へ
の
一
次
産
品
輸
出
は
ブ
ラ
ジ
ル

の
経
済
成
長
を
押
し
上
げ
た
。
中
国
か

ら
の
輸
入
は
化
学
製
品
、
自
動
車
、
電

子
機
器
、
衣
料
な
ど
の
工
業
製
品
で
あ

る
。
中
国
製
品
の
氾
濫
は
多
く
の
製
造

業
を
存
亡
の
危
機
へ
と
追
い
や
っ
て
い

る
。
ブ
ラ
ジ
ル
側
の
不
満
は
、
自
国
の

通
貨
レ
ア
ル
が
投
機
的
資
金
流
入
も

あ
っ
て
割
高
と
な
り
、
反
対
に
中
国
の

通
貨
人
民
元
が
政
策
的
に
割
安
に
誘
導

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
起
因
し
て
い

る
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
急
増
す
る
中
国
製
品

に
対
抗
し
て
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
関
税
を
発

動
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
に
は
保
護
主

義
へ
の
批
判
も
あ
り
、
輸
入
規
制
が
一

方
的
に
進
む
こ
と
は
な
い
が
、
秩
序
あ

る
輸
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

中
国
の
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
浸
透
は
貿
易

だ
け
で
な
い
。
官
民
一
体
と
な
り
見
え

る
手
に
よ
る
関
わ
り
を
強
め
て
い
る
。

資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
糧
の
安
定
確

保
の
た
め
、
鉱
山
、
油
田
、
農
業
開
発

に
直
接
参
加
し
、ま
た
生
産
物
の
輸
送
、

輸
出
の
た
め
の
鉄
道
、
道
路
、
港
湾
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
資
金
協
力
を
約

束
し
て
い
る
。
中
国
は
一
九
九
〇
年
代

末
以
降
「
走
出
去
」
戦
略
を
と
り
、
国

営
企
業
を
中
心
に
積
極
的
に
海
外
投
資

を
進
め
て
き
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
中
央
銀
行

に
よ
れ
ば
中
国
の
直
接
投
資
残
高
は
二

〇
一
〇
年
末
の
約
七
九
億
ド
ル
で
全
体

の
一
・
四
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
が
、

近
年
中
国
企
業
の
投
資
計
画
が
急
増
し

て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
開
発
商
工
省
の

国
家
投
資
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｒ
Ｅ

Ｎ
Ａ
Ｉ
）
は
、
各
国
の
投
資
計
画
情
報

を
収
集
し
公
表
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に

よ
れ
ば
二
〇
〇
三
〜
一
一
年
に
発
表
さ

れ
た
中
国
企
業
の
投
資
計
画
（
未
実
施

を
含
む
）
は
合
計
で
約
三
七
〇
億
ド
ル

に
達
す
る
。
そ
の
業
種
別
内
訳
を
み
る

と
、
金
属
が
五
六
・
五
％
、
石
油
・
ガ

ス
・
石
炭
が
二
八
・
〇
％
、
電
気
五
・

一
％
と
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
が
圧

倒
的
多
数
を
占
め
る
。
製
造
業
で
は
自

動
車
四
・
〇
％
、
二
輪
車
一
・
四
％
、

電
子
機
器
〇
・
九
％
な
ど
が
大
き
い
。

　

二
〇
一
〇
年
以
降
は
大
規
模
投
資
が

相
次
い
だ
。中
国
石
油
化
工
業
公
司（
シ

ノ
ペ
ッ
ク
）
は
ス
ペ
イ
ン
石
油
大
手
の

レ
プ
ソ
ル
と
合
弁
で
ブ
ラ
ジ
ル
の
深
海

プ
レ
サ
ル
層
の
油
田
開
発
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。
シ
ノ
ペ
ッ
ク
は
ま
た
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
石
油
大
手
ガ
ル
フ
・
エ
ネ
ル

ジ
ア
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
保
有
す
る
石
油
権

益
の
三
〇
％
を
買
い
取
っ
た
。
国
有
送

電
最
大
手
の
国
家
電
網
は
ブ
ラ
ジ
ル
の

送
電
会
社
七
社
へ
の
出
資
を
決
め
た
。

中
国
工
商
銀
行
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
商

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
「
中
国
問
題
」

小
池

洋
一

特　集
チャイニーズ・

オン・ザ・グローブ
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業
、
投
資
金
融
業
務
を
開
始
し
た
。
宝

鋼
集
団
な
ど
国
有
鉄
鋼
大
手
四
社
と
同

じ
く
政
府
系
の
中
信
集
団
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
レ
ア
メ
タ
ル
大
手
で
世
界
の
ニ
オ

ブ
の
八
割
を
供
給
す
る
Ｃ
Ｂ
Ｍ
Ｍ
社
に

一
五
％
出
資
し
た
。

　

製
造
業
で
は
、
マ
ナ
ウ
ス
の
加
工
区

で
二
輪
車
の
生
産
が
目
だ
っ
て
い
た

が
、現
在
活
発
な
の
は
自
動
車
で
あ
る
。

安
徽
江
淮
、
奇
瑞
、
長
城
が
ブ
ラ
ジ
ル

で
の
生
産
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
。
急

増
す
る
中
国
、
韓
国
輸
入
車
を
狙
っ
た

自
動
車
税
の
強
化
に
対
応
す
る
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
現
地
生
産
の
よ
り
重

要
な
理
由
は
、
世
界
第
四
位
ま
で
に

な
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
内
市
場
で
確
固

と
し
た
地
位
を
築
く
こ
と
で
あ
る
。
中

国
企
業
は
、
自
動
車
に
限
ら
ず
製
造
業

の
多
く
の
分
野
で
、
国
内
に
お
け
る
賃

金
上
昇
、
立
地
難
に
加
え
て
、
海
外
に

お
け
る
保
護
貿
易
主
義
の
動
き
か
ら
、

有
望
な
市
場
で
の
生
産
を
強
化
し
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
も
そ

う
し
た
重
点
国
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

●
農
地
買
収

　

中
国
企
業
に
よ
る
農
地
と
く
に
ア
フ

リ
カ
で
の
農
地
取
得
が
国
際
的
に
物
議

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル

で
も
第
二
の
ア
フ
リ
カ
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
の
危
惧
が
高
ま
っ
て
い
る
。
世

界
の
農
地
買
収
に
お
い
て
中
国
は
圧
倒

的
な
存
在
で
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
（
国
連

環
境
計
画
）
に
よ
れ
ば
土
地
買
収
の
主

役
は
中
国
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
、
そ

れ
ぞ
れ
約
六
五
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
五

五
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
英
国
、

韓
国
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
な
ど
が
そ

れ
に
続
い
て
い
る
。
中
国
の
買
収
地
域

は
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
、
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ザ
ン
ビ
ア
な
ど
ア
フ

リ
カ
諸
国
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
現
在

で
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
中
国
の
農
地
取

得
は
現
状
で
は
大
き
い
も
の
で
は
な
い
。

国
家
土
地
改
革
院
（
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｒ
Ａ
）
に

よ
れ
ば
外
国
人
、
外
国
企
業
に
よ
る
ブ

ラ
ジ
ル
の
土
地
取
得
は
全
体
で
二
〇
一

〇
年
に
約
四
三
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

る
が
、
国
籍
別
に
み
る
と
移
民
送
出
国

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
一
〇
三
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
）、
日
本
（
四
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、

イ
タ
リ
ア
（
二
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、
レ

バ
ノ
ン
（
一
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
な
ど
が

大
き
い
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
中
国
に

よ
る
大
規
模
な
農
地
買
収
計
画
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。
食
糧
、
バ
イ
オ
燃

料
を
自
ら
生
産
し
調
達
す
る
た
め
で
あ

る
。
重
慶
市
政
府
系
の
重
慶
糧
食
集
団

に
よ
る
ア
マ
ゾ
ン
で
の
大
豆
栽
培
用
の

農
地
取
得
計
画
、
国
有
企
業
の
中
国
農

業
発
展
集
団
に
よ
る
ブ
ラ
ジ
ル
中
西
部

で
の
大
豆
農
場
開
発
計
画
な
ど
で
あ
る
。

　

外
国
人
の
土
地
取
得
の
動
き
を
受
け

て
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
規
制
を
強
化
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
外
国
人
に
よ
る
土
地
取

得
に
関
す
る
基
本
法
は
一
九
七
一
年
の

法
律
第
五
七
〇
九
号
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
よ
れ
ば
外
国
人
（
自
然
人
、
法
人
）

は
五
〇
区
画
（
一
区
画
の
面
積
は
基
礎

自
治
体
に
よ
り
五
〜
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
を
越
え
て
所
有
で
き
な
い
と
さ
れ

た
が
、
一
九
九
四
年
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
国

籍
の
法
人
は
規
制
外
と
さ
れ
た
た
め
、

外
国
企
業
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
設
立
し
た
法

人
は
無
制
限
の
土
地
所
有
が
可
能
と

な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
二
〇
一
〇
年

の
法
改
正
は
外
国
企
業
の
ブ
ラ
ジ
ル
法

人
の
上
限
を
五
〇
区
画
と
す
る
と
と
も

に
、
個
人
の
場
合
自
治
体
面
積
の
二

五
％
、
法
人
の
場
合
四
〇
％
と
い
う
上

限
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
国
会

で
は
外
国
人
の
土
地
所
有
に
つ
い
て
よ

り
厳
し
い
規
制
を
設
け
る
法
改
正
が
議

論
さ
れ
て
い
る
。

● 
中
国
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
良
き

パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
り
え
る
か

　

中
国
に
と
っ
て
海
外
か
ら
の
食
糧
、
資

源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
入
は
、
高
い
経
済

成
長
率
を
実
現
し
、
一
三
億
の
人
口
の
豊

か
な
消
費
生
活
を
支
え
る
う
え
で
不
可

避
で
あ
る
。
他
方
で
ブ
ラ
ジ
ル
は
食
糧
、

エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
の
資
源
の
輸
出
を
つ
う

じ
て
国
際
的
に
政
治
的
影
響
力
を
強
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
と
っ
て

は
ア
マ
ゾ
ン
で
さ
え
世
界
戦
略
の
道
具

で
あ
る
。
ア
マ
ゾ
ン
を
最
後
の
農
地
に
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
四
月
末
ブ
ラ
ジ

ル
議
会
は
、
小
農
の
生
活
の
た
め
と
い
う

も
っ
と
も
ら
し
い
理
由
を
掲
げ
ア
マ
ゾ
ン

で
の
農
耕
規
制
を
緩
和
し
、
さ
ら
に
二

〇
〇
八
年
以
前
の
違
法
伐
採
に
「
特
赦
」

を
与
え
る
、
森
林
法
の
改
訂
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
た
（
そ
の
後
五
月
末
に
ル
セ

フ
大
統
領
が
部
分
的
に
拒
否
権
を
発
動

し
改
正
論
議
は
継
続
中
）。
国
連
持
続
可

能
な
開
発
会
議
（
リ
オ
＋
二
〇
）
を
直

前
に
し
た
蛮
行
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

い
ま
や
中
国
と
ブ
ラ
ジ
ル
は
世
界
第

二
位
と
第
六
位
の
経
済
大
国
で
あ
る
。
両

国
が
自
国
の
利
益
の
み
を
追
求
す
る
一
国

主
義
的
な
行
動
を
強
め
れ
ば
、
国
際
的

に
食
糧
、
資
源
価
格
の
高
騰
、
森
林
破
壊
・

汚
染
、
淡
水
の
枯
渇
、
温
暖
化
な
ど
を

引
き
起
こ
し
、
と
り
わ
け
貧
困
国
に
、
貧

困
、
飢
餓
、
自
然
災
害
な
ど
多
く
の
災

禍
を
も
た
ら
す
危
険
が
あ
る
。
中
国
と

ブ
ラ
ジ
ル
は
共
同
し
て
国
際
責
任
を
果

た
す
と
い
う
意
味
で
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
に

な
る
必
要
が
あ
る
。

（
こ
い
け　

よ
う
い
ち
／
立
命
館
大
学
教
授
）

ブラジルにおける「中国問題」

37 アジ研ワールド・トレンド No.202 （2012. 7）




